






要約:a.過去数年以上にわたり全国 3 地域において学童の疫学調査を行なった結果、「B 型

肝炎母子感染防止事業」開始後に出生した児のHBs 抗原陽性率は、それ以前に比べほぼ 1O

分の 1に低下しつつあることが明かとなった。 b.新生児期に HB ワクチン投与を開始した

場合の抗体産生について検討した。c . HBe 抗原陰性 HBV キャリア妊婦から生まれた児に

対する感染防止処置の効果を小児の劇症肝炎疫学調査をもとに検討した結果、HBIG のみ

では発症が完全には予防できないが、HB ワクチン併用例では発症例が無いことが明かと

なった。 d.平成 7 年度から「B 型肝炎母子感染防止事業」の改定が行われた結果、対象

児の感染防止処置等の集計が不可能となったため、これに替わる感染防止実施状況調査シ

ステムを検討した。


